
３.公表の対象となる違反内容
消防法令により設置が義務付けられている消防用設備の

うち、屋内消火栓設備、スプリンクラー設備、自動火災報
知設備が設置されていないものが対象となります。

１.違反対象物公表制度とは
建物を利用する人が、建物に関する情報を入手し、その

利用について判断できるよう、消防が立入検査によって確
認した重大な消防法令違反の内容を、ホームページで公表
する制度です。
令和２年４月１日から公表制度施行となりました。

４.公表する内容
違反している建物の名称、所在地、違反の内容を公表し

ます。

５.公表までの流れ
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立入検査結果の通知から一定
期間を経過しても、なお公表
の対象となる違反が認められ
る場合

２.公表の対象となる防火対象物
百貨店、ホテルなどの不特定多数の方が利用する建物、

病院、社会福祉施設などの火災が発生した場合に人命危険
性が高い建物が公表の対象になります。
対象になる防火対象物一覧（消防法施行令 別表第一より抜粋）

６.増改築等の際は、事前に消防署へご相談を
・増築、改築、隣接建物との接続を行う場合
・飲食店、物品販売店、宿泊施設、医療機関、福
祉施設などに用途を変更する場合

・窓などの開口部をふさいだり、窓にフィルム等
を貼付する場合

７.各町村における管轄消防署
町村により管轄している消防署が異なります。

浪江町・双葉町・葛尾村は｢浪江消防署｣（0240-34-4111）
大熊町・富岡町・楢葉町・広野町・川内村は｢富岡消防署｣
（0240-22-2119）が管轄となっております。
ご相談の際は上記に該当する消防署へお願いいたします。


